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ロボットありようは，前世紀での主に製造業での使用から，今世紀に入り家庭環境やパ

ーソナルなかたちでの使用へとシフトしつつある．そのことにともなって，今後，ロボッ

トと人間のやりとりはますます増えることになるだろう．その展望をふまえると，人々が

ロボットにたいしてどのような態度をとっているのかは，今後の家庭用ロボットのデザイ

ンや受容をめぐる工学的な争点にとどまらず，ロボット／AI への「レイシズム」という問

題もうみだすことになる． 

 本発表ではまず，ロボットにたいする顕在的態度についての研究を紹介する．人々のロ

ボットにたいする顕在的態度は主に自己報告を通じて測定されてきた（e.g., Arras & Crequi, 

2005; Dautenhahn et al., 2005; Eurobarometer, 2012; Ray, Mondada, & Siegwart, 2008; Reich & 

Eyssel, 2013）．その態度はいくつかの要因の影響をうけるとされるが，全体として，人々は

ロボットにたいしてポジティブな顕在的態度をとることが示されている． 

 このような顕在的態度にたいし，ロボットにたいする潜在的態度についての研究は，数

はすくないものの，近年になり徐々におこなわれはじめている（e.g., de Graaf, Allouch, & 

Lutfi, 2016; MacDorman, Vasudevan & Ho 2008）．それによると，潜在連合テスト（IAT）のよ

うな測定では，先の自己報告による測定とは逆に，回答者は平均して，ロボットとのポジ

ティブな連合よりネガティブな連合をもつことが示された． 

 このようなポジティブな顕在的態度とネガティブな潜在的態度の組み合わせは，現代的

なレイシズムのひとつのかたちである「回避的レイシズム（aversive racism）」（e.g., Dovidio, 

Gaertner, Pearson, 2017）とおなじ構造をしているように思われる．それでは，人種間のレイ

シズムとおなじように，ロボット／AI にたいする「レイシズム」は成立しうるのだろうか．

本発表ではこの問いを検討することにしたい． 

 

本研究は JSPS 科研費 JP18K00013 の助成を受けたものです 
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